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あなたと町を結ぶ広報
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ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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副町長就任あいさつ
選挙のお知らせ
４年半の歩みと現況
みんなでともに乗り越えよう
マイナンバー制度のお知らせ
平成26年度決算・町職員給与等の公表
保健だより
帰還困難区域のごみ回収 他・みんなの図書館
こどもの笑顔フォトコンテスト
まちの話題・情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧
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今月の表紙 酒田地区の水稲実証栽培（10月13日　浪江町酒田地区）
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浪江町選挙管理委員会　　0243（62）0128

福島県議会議員
一般選挙および
浪江町長選挙の投票日です

11月15日（日）

選挙に関する問い合わせ

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�

��

��

��

��

��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

��

��

���

��

���

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�


�


�

�������	
�����
��������������

������������

�������������	
���������	
�������

������

��������	
��
��������	�
��

�������	
��
���������

�������	
�
���������	�

�������	
�	���������	
��

������

�������	
���
����

��������

�������	
���
�����

�������	
�

�������	
���������	�����

����������	
����

�������	
�

�������	
�

�������	
��

�������	
��

�������	
��

���������

�������	
�

�������	
��

�������	
��

���������	�

��������

��������	
��

�������	
��

��������	���

����������������

���������
��������
��������

�������	
��
�������	
��
�����

������
���������
��������

��������	�
����

������������

�������	�
����

��������

��������
�����

�������	�

�������	
�	����������	
�

�������	
�
������

��������

�������	
�
�������

�������	
�

�������	
��
���

����������	
������

先の９月定例議会において議会の同意をいた

だき、副町長に就任いたしました。今年の３月

まで町職員として復興に携わっていたこともあ

り、震災から４年８か月を迎えようとしている

今、平成29年３月の帰町開始を目標に進めてい

る町内の復旧・復興の動きを止めることはでき

ない。行政の停滞を招いてはならないという思

いでお引き受けしました。

行政経験が長いとはいえ、職員とは全く違う

立場になるわけで不安がないわけではありませ

んが、心を新たに浪江町の復旧・復興に向け微

力ではありますが取り組んでいきたいと決意を

新たにしたところです。

就任後、あらためて各担当課から「現状と課

題」について説明を受けました。

順調に進みつつある施策がある一方で、課題

山積でなかなか進められない施策もあります。

時間の経過とともに、住民の皆様の要望も多

岐にわたり限られた職員では対応できなくなっ

ているのも事実です。

国・県との対応、避難先自治体との関係など

様々な制約がある中ではありますが一つひとつ

確実に課題の解決に向け努力していくしか方法

はありません。特効薬はないのです。

一緒に就任した本間副町長とスクラムを組

み、町長の補助機関としての役割を自覚し、職

員とともにそれら課題解決のため邁進してまい

りますので皆様方のお力添えをぜひともお願い

申し上げ挨拶といたします。どうぞよろしくお

願い申し上げます。

10月１日付けで副町長に就任をした本間茂行

と申します。

県の新任職員時代の３年間、相双地域で勤務

をしており、私にとって相双は社会人としての

一歩を踏み出した思い入れの深い地域として大

変印象深い土地であります。その中でも浪江

は、美しい海、山、川といった豊かな自然、奥

深い歴史が育んだ史跡や数多くの文化財、多岐

にわたる特産品など、多くの地域資源に恵まれ

た町として魅力を感じておりました。

そのような中、大震災と原子力災害により、

豊かで魅力ある浪江町から、全ての町民の皆様

が避難を余儀なくされ、４年８か月を迎えよう

としていること、本当に残念であり、心苦しく

思っております。

しかしながら、厳しい状況にあっても、町民

の皆様には、町内の見回りを始め、お祭りや伝

統芸能の復活、農業の再開、スポーツ大会など

を通じた町民同士の交流、なみえ焼そばといっ

た地域の宝の県内外への発信など、町の再生に

向かって、一歩一歩しっかりと歩みを進められ

ており、深く敬意を表します。

私も、これまで別の組織での業務を通じて福

島県の復興に携わってまいりましたが、このた

び縁あって浪江町職員の一員となりましたの

で、町民の皆様と共に全力で町の復興に取り組

んでまいる所存であります。

浪江町には、生活インフラの整備や商工業の

再生など様々な復興への課題が山積をしており

ますが、町民の皆様の思いを丁寧にお伺いしな

がら、職員一丸となって誇りある「ふるさと浪

江」のために精一杯、力を尽くしてまいります

ので、よろしくお願いいたします。

浪江町　副町長　宮 口 勝 美 浪江町　副町長　本 間 茂 行



■ インフラの復旧 

■ 事業再開 ：第二次・第三次産業 

■ 事業再開 ：第一次産業 

農　業╱被災前の産出額：約36億円

●上水道：平成29年3月までに全配水管の復旧予定（津波被災地
　を除く）、2行政区で通水済み
●公共下水道：避難指示解除準備区域で平成 29 年 3 月までに復
　旧予定
●常磐自動車道が全線開通（平成 27年 3月）
　国道 114号浪江インター以東国道 6号までの通行自由化
●町道の災害復旧、津波被災地の道路改良のため順次災害査定中

被災前の事業所数：約 1,000（商工会加盟約 630社）

被災によりすべてが一時営業中止

平成 25年 7月、 2 事業者が町内で初めて事業再開

平成 27 年 8 月現在、18 事業者（22 事業所）が町内で営業中
●企業誘致、工業団地の造成等の計画策定中

●水稲：平成26年より実証栽培を開始　
　全量全袋検査ですべて基準値以下　
　平成27年は販売を目指す
●野菜：平成25年より試験栽培を開始　
　全14品目で安全を確認
●花卉：平成26年より実証栽培を開始　
　これまでトルコギキョウやリンドウを市場出荷

漁　業╱被災前の漁獲量：2,300トン超
●請戸漁港の復旧は、平成28年3月までの完了を予定
●相馬双葉漁協は、魚種・漁場を限定した試験操業中

復旧済
約 60％

再開済
35％

上水道の復旧率

事業者の営業再開率

（　　　　　　　）商工会加盟の事業所
町外での再開を含む

花のまち
実現化事業

新しい水産業
のデザイン
実現化事業
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谷津田谷津田

小野田小野田

田尻田尻

加倉加倉

苅宿苅宿 酒田酒田

立野中立野中
立野下立野下

立野上立野上

樋渡・牛渡樋渡・牛渡
高瀬高瀬

上ノ原上ノ原
川添北川添北

佐屋前佐屋前

川添南川添南

西台西台

藤橋藤橋 北棚塩北棚塩

南棚塩南棚塩

請戸北請戸北
請戸南請戸南

両竹両竹 中浜中浜

北幾世橋北北幾世橋北

北幾世橋南北幾世橋南
幾世橋幾世橋

権現堂
1～8区
権現堂
1～8区

除染終了

着手済

発注済

帰還困難区域

浪江町の歩みと現況
震災から4年半、町の復旧・復興および
町民の生活再建の歩みをまとめました。

復興推進課 　　0243（62）4731

■ 除　染 

実施率：除染対象の面積等に対する一連の除染行為が終了した面積等の割合（環境省ホームページより）

平成 27年 8月末時点

● 環境省による本格除染は平
　成25年11月に開始
●除染実施対象区域（帰還困
　難区域を除く）の全34 行政
　区で発注済み。うち３行政
　区で除染完了、18 行政区
　で作業中。

■ 災害廃棄物の処理 
● 災害廃棄物（がれき等）の総量は 28.9 万トン
　 選別を進め、仮置場へ搬入中
●被災船舶は撤去済み、被災車両（約1,000台）は順次撤去中
●被災建物は順次解体・撤去中

宅地 農地 森林 道路

実施済
19％

実施済
18％

実施済
34％

実施済
41％

沿岸部の災害廃棄物の
収集・運搬・選別業務
の進捗

可燃物を燃やして減容化する仮設焼却施設
（平成27年7月稼働開始、300トン／日）

終了
約 90％
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ホールボディカウンター

■ つながりの維持
復興支援員の配置、交流会の開催、交流館の設置
● 1府9県に約30名の復興支援員を配置
●全国に避難している町民への訪問活動など、一人ひとりに寄り添う支援
●県内３か所に交流館を開設、さらに県内外で交流会を開催

タブレット端末を利用した「きずなの維持」
● これまでに約6,500台を配布
●町民の声を聞いて開発したオリジナルアプリ（なみえ新聞など）で、
　高い利用率を実現
●活用促進と交流を兼ねて、県内外で講習会を多数開催

「浪江のこころ通信」（町民へのインタビュー連載）
● 福島県内外に分散避難した町民の思いをつなげる
●「広報なみえ」に綴じこみ、これまで延べ約300人（家族）が登場

浪江町タブレット
キャラクター

「うけどん」

■ 健康管理 

■ 学校教育

放射線による健康被害の未然防止、健康不安の軽減

町内６つの小学校と
３つの中学校に約1,700人

避難先の全国350の小学校と
220の中学校に約1,340人

平成 24年 4月：町独自にホールボディカウンターを導入、内部被
　　　　　　　　ばく検査を開始
平成 24年 6月：全町民に「放射線健康管理手帳」を交付、全世帯に
　　　　　　　　電子線量計を配布
平成 24年度～：甲状腺検査を開始（福島県が実施しない年に実施）
平成 25年度～：バッジ式積算線量計の貸出しによる外部被ばく線
　　　　　　　　量測定を開始

●平成23年8月に浪江小・浪江中が再開（二本松市内）
●平成26年4月に津島小が再開（浪江小と合同授業） 3校あわせて現在35人が在学中
●平成24年度、浪江小に郷土を愛する心を育む「ふるさとなみえ科」を創設

●仮設診療所（二本松市内、浪江町内）の開設
●医療機関等との連携・協力
●巡回訪問相談の実施（孤立防止、外出支援、心のケア）
●放射線基礎セミナー、放射線に関する講習会などの開催

����������	
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ADR申立て記者会見

■ 住まいの再建

仮設住宅に 約 3,300人（約1,800戸）　
借上住宅に 約 5,400人（約2,740戸）

不安定な住環境の
改善が急務

福島県が整備するもの
約2,000戸（他町共用含む）

市町村との協定に基づくもの
約120戸

浪江町民向けの復興公営住宅

● 平成 26年 12月から一部で入
　居開始。
●二本松市、南相馬市、いわき市
　の公営住宅を核に、町外コミュ
　ニティを整備。

●桑折町で完成、本宮市で建設中。

■整備戸数　■入居決定　■入居開始

約 2,100

約 800

155

■ 賠償請求支援 

未請求者支援

複雑で損害項目が多岐にわたる賠償請求の支援

被害の実態を訴える行動

原発事故による避難の被害実態を明らかにし、
町民一律賠償を求める

●完全未請求者支援 : 仮払いも含め一度も賠償請求していない
　町民への意向調査、請求状況調査（本人聞取り）、訪問など。
●請求弱者（高齢者）等支援 : 高齢者など請求が困難な町民への
　意向調査、請求状況の調査を踏まえ、東電とともに訪問支援
　を実施。平成27年度は75歳以上の単身世帯（避難前からの
　単身者等）を対象に事業開始。

●原賠審の現地視察 : 賠償の指針を制定する「原子力損害賠償紛争審査会」の現地視察を実現（平
　成25年6月）。避難長期化を踏まえ、再度の現地視察を求める。
● ADR 集団申立て : 町が町民 15,000 人以上を代理し、原子力損害賠償紛争解決センター
　（ADR センター）へ和解仲介を申立て。訴えの一部が認められ、慰謝料を一定額加算する和解
　案が示された。町は申立人の同意を得て和解案を受諾。和解成立に向け、仲介委員と町で東京
　電力に受諾するよう鋭意交渉中。

浪江町の歩みと現況
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復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大
復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大

浪江町全体
の復興拠点

谷津田谷津田

小野田小野田

田尻田尻

加倉加倉

苅宿苅宿

酒田酒田

牛渡牛渡

樋渡樋渡

高瀬高瀬

酒井酒井

川添川添

西台西台

藤橋藤橋

棚塩

請戸

両竹 中浜

北幾世橋北幾世橋

幾世橋幾世橋
権現堂権現堂
浪江駅

当面の「復興拠点の中心」に
つくるコンパクトシティ

地域スポーツセンター
復旧中

JR常磐線 浪江～仙台間
平成29年3月開通予定

交流・情報発信拠点施設
整備予定

公営住宅および
防災集団移転先を整備予定

「いこいの村なみえ」
町民の休憩・滞在施設
として整備予定

浪江町役場
一部機能が復帰済み

町営大平山霊園
完成済み

　住 ま い
　●災害公営住宅、雇用促進住宅
　●防災集団移転

　生活の場
　●既存の中学校を利用した
　　教育・子育て施設
　●役場周辺に医療・福祉・介護施設
　●住宅に隣接した仮設商業施設

　働く場・交流の場
　●交流・情報発信拠点の新設
　●町内で18事業者が再開済み
　●多様な業種の事業再開を働きかけ

水稲実証栽培
実施中

●

当
面
の
商
業
施
設
に
つ
い
て
は
、

既
存
施
設
の
利
用
可
能
性
や
仮
設
店

舗
の
建
設
な
ど
を
検
討
し
て
お
り
、

そ
の
運
営
に
は
、
営
業
再
開
し
た
い

と
い
う
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
力
を
合

わ
せ
て
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

●

学
校
教
育
も
同
様
に
、
子
供
た
ち

が
帰
っ
て
き
た
と
き
い
つ
で
も
再
開

で
き
る
よ
う
、
浪
江
東
中
学
校
を
利

用
し
、
幼
稚
園
か
ら
中
学
校
ま
で
集
約

す
る
構
想
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
《
避
難
指
示
解
除
に
つ
い
て
》

　避
難
指
示
解
除
に
関
す
る
有
識
者
に

よ
る
検
証
会
議
が
発
足
し
ま
し
た
。

放
射
線
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な

専
門
家
の
皆
さ
ん
の
知
見
を
集
め

て
、
帰
れ
る
状
態
か
ど
う
か
を
検
証

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
国
の
除
染
が

遅
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
復
旧
作
業

が
ず
れ
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

た
め
、
現
地
調
査
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は

慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
会
議
で
一
定
の
方
向
性
が
出
た

後
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
よ

く
伺
い
、
最
終
的
な
判
断
に
つ
な
げ

ま
す
。
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

な
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
予
定
ど
お
り
来
年
3
月

に
今
後
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
を
目

標
に
進
行
し
て
い
ま
す
。
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復興拠点を足がかりに
段階的に整備地域を拡大

谷津田

小野田

田尻

加倉

苅宿

酒田

牛渡

樋渡

高瀬

酒井

川添

西台

藤橋

棚塩棚塩

請戸請戸

両竹両竹 中浜中浜

北幾世橋

幾世橋
権現堂

復興祈念公園
建設予定

災害廃棄物の
仮設焼却施設
稼働中

海岸堤防
復旧中

請戸魚港
復旧中

浪江町の歩みと現況

■ 復旧・復興の道すじ 

平成 29 年 3 月の避難指示解除を想定
（9 月 30 日「有識者による検証委員会」が
発足、平成28年3月に見通しを示す予定）

《人の復興》
全町民の
暮らしの再建

発災～
平成26年3月

緊急復旧期

平成26年4月～　
　　平成29年3月

復旧実現期

全町民の生活安定を実現
県外・県内各地域居住者
への継続的な支援など

ふるさとの再生を本格化
除染やインフラ復旧の本格
実施、町内での復興拠点への
住宅・生活関連サービスの

集約整備など

平成29年4月～  
　　平成33年3月

本格復興期

《町の復興》
ふるさと
なみえの再生

避難生活の
早急な改善

ふるさとの
再生に着手

全町民の幸せな
暮らしの実現

ふるさとの再生
を実現

　
《
復
興
拠
点
の
ま
ち
づ
く
り
》

　復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
で
は
、
避
難

指
示
解
除
後
、
徐
々
に
帰
っ
て
こ
ら

れ
る
浪
江
町
民
の
ほ
か
、
新
し
く
移

り
住
ん
で
く
だ
さ
る
方
も
含
め
て
、

当
面
の
町
内
人
口
を
五
千
人
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

●

若
い
世
代
の
た
め
に
も
、
就
労
の

場
の
確
保
は
必
須
で
す
。
既
存
企
業

の
事
業
再
開
を
後
押
し
す
る
優
遇
策

や
、
浪
江
町
が
持
つ
可
能
性
（
新
農

業
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
）
を
引

き
出
す
企
業
誘
致
な
ど
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

●

双
葉
町
と
の
境
に
建
設
が
決
ま
っ

た
復
興
祈
念
公
園
は
、
浪
江
だ
け
で

な
く
地
域
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
よ
う
、
震
災
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
の

併
設
も
あ
わ
せ
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

●

も
う
ひ
と
つ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
交
流
・
情
報
発
信
拠
点
」
の
施
設
も
、

検
討
委
員
会
が
発
足
し
て
準
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。
新
し
い
「
浪
江
の
魅

力
」
を
発
信
し
て
い
く
拠
点
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●

津
波
被
災
地
に
つ
い
て
は
、
土
地

利
用
計
画
を
改
め
て
検
討
し
、
農
業

の
再
生
と
あ
わ
せ
て
様
々
な
産
業
配

置
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

●
「
町
の
顔
」
で
あ
る
浪
江
駅
前
の
再

生
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
に
順
次

ス
マ
ー
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を

作
る
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
太

陽
光
の
利
用
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
自
足
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　
《
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
》

　帰
り
た
い
方
が
い
つ
で
も
帰
っ
て
こ

ら
れ
る
よ
う
、
災
害
公
営
住
宅
・
賃

貸
住
宅
・
分
譲
地
の
早
期
竣
工
と
と

も
に
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
目
指

し
て
、
ハ
ー
ド
面
の
準
備
は
す
で
に

始
ま
っ
て
お
り
、
課
題
は
ソ
フ
ト
面
、

つ
ま
り
運
営
主
体
の
確
保
に
移
っ
て

い
ま
す
。

●

帰
還
の
大
前
提
と
な
る
医
療
・
介

護
・
福
祉
施
設
は
、
役
場
隣
の
第
二

体
育
館
を
解
体
し
、
診
療
所
を
整
備

す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま
す
。
医
師
、

看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
の
専
門
人

材
が
必
要
で
す
が
、
個
人
病
院
の
先

生
方
は
高
齢
の
方
も
多
い
た
め
、
第

三
セ
ク
タ
ー
方
式
で
民
間
に
委
託
し

て
い
く
形
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

浪
江
町
の

本
格
復
興
に
向
け
て
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町内町内で営業営業を再開再開しましたしました

東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂け

ます。現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手

続が簡便かつ無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場

合でも申立て可能であり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧

にお伺いします。

手続きが終了している14,895件のうち、８割強である12,444件※2が和解成立に

至っています。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成27年９月末現在の件数です。

　　　　　　　　避難指示解除準備区域（浪江町）で飲食店を営んでいたが、原発

事故による避難に伴い、避難先で新たに店舗を賃借し、焼肉店を始めた申立人につい

て、新旧店舗の地理的状況及び規模、事業変更の必要性、新旧事業用設備・備品の状

況等を総合的に考慮して、新店舗における備品・機器リース料の一部が賠償された事

例（和解事例954）。

※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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10月中旬以降に国より通知される個人番号通知カード（以下通知カード）は、10月２日時

点で町にお届けいただいている避難先へ個人宛に送られます。全国民へ順次通知になりま
すので、発送には時間を要すると思われます。到着までお待ちください。

なお、通知カード到着後、個人番号カードを希望される方は、以下の２つの申請方法が
あります。交付申請しない方は、届いた通知カードを大切に保管してください。

通知カードに同封の交付申請書に記入の上、通知カード、交付申請書、本人確認できる身分

証、証明書用顔写真を持参して来庁申請となります。同封の封筒は使用しないでください。

①浪江町役場および各出張所、または避難先市区町村の窓口に上記書類を持参してください。

②平成28年１月以降、準備ができ次第、本人限定受取郵便で個人番号カードが発送されます。

　町民税務課住民係　　0243（62）0129 または 代表 　0243（62）0123

申請時に本人確認する場合（申請時来庁方式）
遠方に避難されている方はこの方式で申請してください

通知カードに同封の返信用封筒で交付申請書等を郵送、もしくはスマホやパソコンで申請とな

ります。

１月以降に個人番号カードの交付通知が届きましたら、交付通知、番号通知カード、本人確認

できる身分証（顔写真付き）を持って、浪江町役場二本松事務所へお越しください。（避難先市区

町村、浪江町役場各出張所では交付できません）

●………………………………………………………………●●
どちらの方法も、必ず一度は窓口での本人確認が必要になります。上記２の交付時来庁方式で

申請した場合、受取が浪江町役場二本松事務所でしかできなくなります。

遠方にお住まいで二本松事務所へ来庁できない方は、カードの受取が郵送になる上記１の「避

難先市区町村もしくは浪江町の各出張所の窓口で申請時に本人確認する方法」をお勧めします。

通知カードに同封の返信用封筒で郵送申請しますと、自動的に交付時来庁方式になって
しまいますのでご注意ください。

詳しくは、浪江町役場町民税務課住民係までお問い合わせください。

　　　
●………………………………………………………………●●

交付時に本人確認する場合（交付時来庁方式）
二本松事務所へ来所できる方のみ

－浪江町に住民票がある方へ－
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みんなでともに
乗り越えよう
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平成26年度

決算
　 総務課財政管財係　　0243（62）0132

歳出 
町税

その他

総務費

衛生費

消防費

教育費

商工費

災害復旧費

地方交付税

県支出金

国庫支出金

地方譲与税等
3億5,846万2千円
前年度比　4.1%増

1億254万5千円
前年度比　25.4%増

1億1,785万4千円
前年度比　1.1%増

2億1,466万円
前年度比　16.2%減

32億2,740万円
前年度比　625.7%増

6億8,810万6千円
前年度比　0.9%増

36億377万7千円
前年度比　7.5%減

60億7,277万3千円
前年度比　15.4%増

9億2,551万5千円
前年度比　48.2%減

32億2,965万6千円
前年度比　38.2%減

民生費

公債費

土木費

農林水産業費

議会費

労働費

自主財源

依存財源

町税内訳
町　民　税
固定資産税
軽 自 動 車
そ　の　他

4億1,382万円
2,365万5千円
2,880万7千円
5,334万円

32億2,138万8千円
9,503万3千円

9億3,165万5千円
1,451万2千円
131万6千円
3,944万7千円

その他の内訳
繰　入　金
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料
分担金及び負担金
財産収入・寄附金

24.824.8％

27.827.8％

4.84.8％

7.07.0％

22.222.2％

7.67.6％

24.8％

27.8％

4.8％

7.0％

22.2％

7.6％

1.61.6％1.81.8％

0.70.7％
0.80.8％

0.40.4％
0.50.5％

1.6％1.8％

0.7％
0.8％

0.4％
0.5％

145億4,473万3千円
（前年比　4.0%増）

歳入 154億937万9千円
（前年比　3.3%増）

5億1,962万2千円
前年度比　35.8%増

40億7,638万4千円
前年度比　45.3%減

10億1,903万3千円
前年度比　137.6%増

11億239万3千円
前年度比　175.7%増

2億6,286万7千円
前年度比　100.2%増

6,973万7千円
前年度比　2.5%増

5,997万7千円
前年度比　125.6%増

43億335万1千円
前年度比　182.2%増

3.43.4％

2.32.3％

27.927.9％

39.439.4％

6.06.0％

21.021.0％

3.4％

2.3％

27.9％

39.4％

6.0％

21.0％
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　 ●東日本大震災により被災した、避難指示解除準備区域または居住制限区域に立地している家屋等の解
体申請は、本年度も引き続き受け付けています。
（帰還困難区域に立地している家屋等は、現時点では解体申請の対象外です。復興・帰還に向けた取
組みとともに対応方針を検討中です）

●「住居」の解体を希望される場合は、浪江町が発行する「り災証明書」で「半壊」以上と判定されて
いるものに限ります。
「り災証明書」の発行については、浪江町役場町民税務課にお問い合わせください。　0243（62）4735

●解体申請をしてから実際の解体工事に着工するまでは相当な期間を要しますので、早めの解体申請を
お願いします。解体申請の受付・お問い合わせ先は下記のとおりです。

家屋等解体申請の受付
　㈱高島テクノロジーセンター
（環境省受託業者）
　 　 　 0120（603）016
　
●二本松市北トロミ573番地
　（浪江町役場二本松事務所敷地内特設建物）
●受付時間：平日　８時30分～16時30分

家屋解体のお問合せ
　浪江町除染および災害廃棄物等に
関する相談窓口
　 　 　 0120（505）043
　
●浪江町大字幾世橋字六反田7－2
　（浪江役場本庁舎１階南側）
●受付時間：平日　９時～17時
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本件に関するお問い合わせ先
　環境省福島環境再生事務所
浜通り北支所（廃棄物担当）
　　 　 0244（26）9912
ふるさと再生課廃棄物対策係
　　 　 0240（34）0230

　 
●

●

　 
●

●

　 

　 

津波被災地におけるがれき等の選別作業の際に発見した写真、アルバム、賞状などの「思い出の品」を一

人でも多くの所有者やご家族のお手元にお返しできるように、下記の施設で展示・引き渡しを行っています。

浪江町にお越しの際は、どうぞお立ち寄りください。

■展 示 場 所　双葉ギフト店舗内
　　　　　　　（浪江町国道６号線沿い　しまむら隣）

　　　　　　　〒979－1525　浪江町大字高瀬字牛渡川原217

■開 場 時 間　９時～16時
　　　　　　　（※日曜日を除き、土曜・祝日も開場します）

■主な展示物　写真、アルバム、御位牌、玩具、記念品など
■持参いただきたい物　運転免許証など本人確認ができるもの

お問合せ
　株式会社　安藤・間
　
　 　 0240（24）0100
　 　 0240（35）0660

11月から、国による帰還困難区域内のご家庭の片付けごみの回収が始まります。
　■回 収 範 囲　浪江町内の帰還困難区域
■ごみ出し日　立入りをされた日にお出しください。
■回収対象ごみ　ごみは、種類別にそれぞれ袋を分けて出してください。

（注）回収の対象外のごみ
粗大ごみや家電製品は現在回収できませんので、当面は自宅での保管をお願いします。

●粗大ごみ（机、たたみ、物干し竿等）

　※おおむね90Ｌの袋に入らない大きさのもの。

●家電製品（冷蔵庫、冷凍庫、テレビ、洗濯機、乾燥機、エアコン、パソコン、デジタルカメラ、炊

飯器、ドライヤー等）

●農林系廃棄物（雑草、剪定枝、稲わら等）

※ガーデニング用具等、事故当時に屋外にあったもの

も回収対象外です。

●発火・爆発の危険性があるごみや有害物質が含まれる

ごみ（ガスボンベ、化学薬品、廃油類、バッテリー、

電池等）

■ごみを出す場所
ご自宅の最寄りのごみステーション（従来使用していた

場所）へお出しください。対象のごみステーションにご

みを入れることができない場合は、別の最寄りのごみス

テーションをご利用ください。

ビン類・カン類・粗大ごみ以外のもので、燃やすことができるもの

例：生ごみ、紙くず、古紙類（新聞・雑誌・段ボール等）、衣類・履物、革製品、

プラスチック製品、プラスチック容器包装、ペットボトル

※「古紙類」「プラスチック容器包装」「ペットボトル」は、通常「資源ごみ」に

分類されていますが、今回は「燃えるごみ」に分類してください。

種　類

燃えるごみ

燃えないごみ

ビン類

カン類

内　　　　　容

アルミ缶、スチール缶

ジュース、酒、化粧品等のビン（割れているものも含みます）

ビン類・カン類・粗大ごみ以外のもので、燃やすことができないもの

例：調理器具、食器、日用品（カサ、花瓶、鏡等）、スプレー缶（ガス抜きしたもの）

�����������	
������



撮影者　上田善貴さん（川添）

以前の参加賞のマグカップと一緒にパチリ。
小さい自分を見て大笑いしてました。避難先
でも元気いっぱい過ごしています。

撮影者
保科由美枝さん（北幾世橋）

将来は浪江町を守れる様なたくま
しい男の子になってほしいです。

撮影者
酒井　愛さん
（請戸）

ママのお気に入りのぬ
いぐるみ、同じ大きさ
だねって横に並べたら
この笑顔　今では、煌
斗のお気に入り!!これ
からも元気に、素敵な
笑顔でいてね～

撮影者
愛澤美穂さん
（小野田）

これからもすくすく元
気に育ってね!!

撮影者
原田則子さん
（権現堂）

毎日ケンカばかりだけ
ど、時々笑顔の花が咲
きます。
笑顔で協力し合える兄
弟になってね!!

撮影者
佐藤仁志さん
（川添）

ようやく、つかまり立ちが
出来るようになり本人も家
族も本当の笑顔ができまし
た。避難生活の中での佐藤
家の希望の星です。
by愛咲ちゃんの親衛隊（祖父）

撮影者
高野優太さん（川添）

お兄ちゃん二人を頼むよ！

撮影者　四條智美さん（苅宿）

　　　　　　　　　　お姉ちゃん達に揉まれ
ながらも、あっという間に生後８ヶ月。日に
日にできる事が増えて、沢山の表情も見せて
くれるようになりました♪お母さんに遊んで
もらうと、格別な表情を見せてくれます♪♪

撮影者　鈴木春奈さん（請戸）

震災の翌年に産まれた娘が３歳
になりました。
この笑顔が絶えないような、明
るい未来となりますように。

撮影者
村田めぐみさん（末森）

目指せ細マッチョ!!

撮影者
牛渡愛香さん（幾世橋）

家では、ケンカもたくさんするけ
ど、外では、仲良しの４人です。

審査員審査員
特別賞特別賞
審査員
特別賞

すてきなすてきな
笑顔で賞笑顔で賞
すてきな
笑顔で賞

����

「なかよく・みんな・えがおで」をテーマに「第５回
こどもの笑顔フォトコンテスト」を開催したところ、
108点の作品をご応募いただきました。
厳正なる審査の結果、入賞作品が決定され、10月16

日に表彰式が行われました。
入賞した16作品と応募者のコメントをご紹介します。
 教育委員会事務局子育て支援係　 0243（62）0170

撮影者
大島麻美さん
（権現堂）

いつも、この笑顔に癒
されてます。これから
の成長が楽しみ!!

最優秀賞

優秀賞

特別賞

撮影者
末永愛美さん
（西台）

寂しがり屋の弟が泣いて
居ると『お兄ちゃんが居
るから泣かないで～』と
寄り添ってくれるお兄ち
ゃんです♪

撮影者
横山芳幸さん
（立野）

これからも元気に
大きくなってね。

３姉妹の１番上のお姉
ちゃん。いつもはしっ
かり者だけど、大好き
なパパの前では甘えち
ゃいます。

撮影者
秋元勝己さん
（井手）

撮影者
熊上寛子さん
（室原）

暑い夏も子供達の笑顔
でのりきれました

審査員
特別賞

すてきな
笑顔で賞

受賞者の皆さま

�����������	
������



うけどんの
手作り缶バッジ作成

無料でふるまわれた
ふたば福幸なべ

相馬流れ山踊り保存会の
皆さん

「ふたばワールド」が10月10日、楢葉町

の楢葉町総合グラウンドで開催されまし

た。双葉郡８町村の交流イベントで、２年

前に復活してから、震災後３回目の開催と

なります。

避難先からの乗り合いバスも運行され、

来場者は８千人にも上りました。ステージ

イベントでは松方弘樹さんやＡＫＢ48の皆

さん等のライブが行われ、会場を盛り上げ

ました。

浪江町は「ふたば地方なう」のブース

で、ふるさと産品の紹介や、うけどんの手

作り缶バッジの作成を体験していただきま

した。ステージでは相馬流れ山踊り保存会

と室原郷土芸能保存会が踊りを披露、また

復興商店街には大堀相馬焼協同組合となみ

え焼そばも出展しました。

中華の鉄人の陳健一プロデュースの大鍋

には「浪江町営農再開を目指す会」が町内

で栽培した長ネギが使用され、千人の来場

者にふたば福幸なべが無料で

ふるまわれました。

浪江町消防団の秋季検閲式が10月４日、二本松市内の浪江中学校で行われました。

多数のご来賓の方々をお迎えし、晴天に恵まれたなか、屋外での検閲式となったこの

日は、全国の避難先から全６分団98名の団員が集合し、閲団・分列行進に臨みました。

検閲式では、功績章９名、精勤章23名の表彰が行われたほか、町長からは、毎週持

ち回りで町内のパトロールを行っている消防団員に対し、ねぎらいと激励の言葉が贈

られました。

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

10月７日、創価学会福島県事務局様（浪江中学校へ図書寄贈）

みなさまから義援金等の支援を
お届けいただきました。

第10回「ご当地グルメでまちおこしの祭典！Ｂ－１グランプリin十和田」

が10月３日・４日の２日間、青森県で開催され、全国から62のまちおこし団

体が集まり、会場は多くの人出でにぎわいました。

浪江町の『浪江焼麺太国』も、第８回Ｂ－１グランプリin豊川でゴールド

グランプリを受賞して殿堂入りした団体として参加し、ボランティアの皆さ

んとともに地元の魅力発信とご当地グルメの「なみえ焼そば」を提供。おも

てなしの心と感謝の気持ちで来場者の皆さまをお迎えしました。

（今回のゴールドグランプリは、「熱血! !勝浦タンタンメン船団」

（千葉県勝浦市）が受賞しました）

浪江町人権擁護委員の会田ユキ子様が９月末日をもって退

任されました。

会田様には平成18年10月から10年間にわたり町の人権擁護

活動にご尽力いただきました。震災後の避難生活において

も、仮設住宅の訪問や浪江小・中学校などで人権教室を開い

ていただくなど、懸命に人権問題に取り組んでくださいまし

た。ありがとうございました。

�����������	
������
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431

���������������
����������������

���

�����������������������������������

������������������������������������

�����������������������������

�����������������������������

�����������������������������������

��������������������������

�������������������������������������

������������������������������

������������������������������

������������������������������������

��������������������������

�������������������������������������

������������������������������

������������������������������

��������������������������

�������������������������������������

�������������������������

������������������������������

������������������������������������

�����������

��������	
��
���������

＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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浪江町役場 復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえ
タブレット

十日市祭でタブレット相談会を
開催します！！

　＜浪江町内の放射線量を毎日測定・毎日更新！＞
なみえタブレットから、あなたの自宅周辺の放射線量を
簡単に知ることができます。 

＜主な内容＞

　特　徴
① 役場が車で町内を走行し計測したデータを
　 毎日掲載しています。
② 専用の放射線量計（※）を使ってタブレットに
　 計測したデータを蓄積することができます。

タブレットの出展は 11 月 15日（日）のみ（9時～ 17時）

●タブレットの疑問・質問何でも相談できます
●あなただけのうけどん缶バッジが作れます
●男性限定！オトコのためのタブレット講座 など

通 信

11 月に二本松市内で開催される十日市祭で、タブレット相談会を開催します。ぜひご参加く
ださい！※出展内容は変更されることがあります。

ご利用には、タブレットの中のPlay ストアから「なみえ放射線情報」を探して追加する必要が
あります。追加方法が分からない場合は、タブレットサポートセンター TEL .0800（919）
3287へお問い合わせください。

（※）浪江町役場（二本松事務所・本庁舎）では専用の放射線量測定機を無料で貸出しし
ています。お気軽にお申し出ください。（HORIBA社製 Radi（ラディ） PA-1100）

開催場所：二本松駅前　市民交流センター

なみえタブレット 新アプリのご案内

��������	
�

誠意と技術で奉仕する

東北工業建設株式会社
本　　　社 〒979-1502 浪江町大字藤橋字原 59-1
福島事務所 〒960-8252 福 島 市 御 山 字 検 田 5 8 -1
　　　　　 TEL.024-573-4127  FAX.024-573-4128

福島駅→

信夫山
トンネル←飯坂 IC

ヤマダ電機

福島事務所

ご自宅のお悩みございませんか？
etc・・・ご相談ください！修 繕

お問合せは
担当のおざきまで
お気軽にお電話下さい。
024-573-4127

従業員 
随時募集中！ 片付け 清 掃

�������������������
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Ｆターン 検索
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消防署からのお知らせ

●全国的に火災に対して注意を呼び掛け
る運動が始まったのは1952年（昭和27
年）からで、当時は「全国大火撲滅運動」と呼ばれて
いましたが、翌1953年（昭和28年）からは「全国火
災予防運動」の名称が使われるようになりました。
●「全国火災予防運動」は年２回実施しています。
　春：３月１日～３月７日　秋：11月９日～11月15日

秋が深まってきますと、空気が乾燥して火災が起きや
すくなります。火の取り扱いには十分注意しましょう。
また、寒くなり、暖房器具を使用する場合は、事前に
点検を行いましょう。

ちょっと豆知識

秋の全国火災予防運動が
実施されます

浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

平成27年度防火標語
無防備な 心に火災が かくれんぼ

双葉消防本部
公認キャラクター
「ふたばちゃん」

死
者
の
発
生
し
た
住
宅
火
災
の
原
因

（
平
成
26
年 

全
国
値
）

たばこ（146人）
　→寝たばこはしない！

ストーブ（110人）
　→可燃物を近くに置かない！

放　火（101人）
　→周りに燃えやすい物を置かない！

コンロ（49人）
　→離れる時は火を消す！
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平成23年８月号のこころ通信で“先の見通しが立たない現実にも、慌てないで
と心がける”と話されていた瀬賀さん。二本松市内の仮設住宅での暮らしも４年に
なりますが、昨年からの自治会長のほか、いろいろな役職も引き受けられてスケ
ジュールに空きがないほど忙しい日々を送っていらっしゃいます。気負いする様子
もなく、ごく自然体で、より良いやり方を工夫しながら取り組む前向きさと笑顔、
気さくさで皆さんに頼られる存在です。

瀬賀　範眞さん（津島）
取材者：浪江町役場　三瓶・鴫原
取材日：10月８日

自分を見つめて、
いい方向に考えなくてはいけない

震
災
の
た
め
挙
式
を
延
期
し
た
長

男
も
結
婚
し
て
仕
事
の
関
係
で
山
形

に
住
み
、
孫
が
２
人
生
ま
れ
ま
し

た
。
青
森
の
長
女
の
所
と
合
わ
せ
て

孫
は
３
人
に
な
り
ま
す
。
コ
ス
モ
ス

保
育
園
に
勤
め
て
い
た
次
男
は
福
島

市
で
保
育
士
を
し
て
お
り
ま
す
。

津
島
で
は
、
食
品
と
雑
貨
を
扱
う

瀬
賀
商
店
を
家
内
と
母
が
、
山
の
木

を
切
っ
て
販
売
す
る
仕
事
は
私
が

や
っ
て
い
ま
し
た
。
震
災
後
に
運
搬

用
の
ト
ラ
ッ
ク
等
は
全
て
廃
車
に
し

ま
し
た
。
津
島
な
ら
仕
事
は
次
々
と

来
て
い
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
に
な
っ

て
い
た
ら
で
き
な
い
ね
。

考
え
て
も
し
ょ
う
が
な
い
こ
と
は

い
ち
い
ち
考
え
な
い
。
過
去
を
振
り

返
ら
ず
、
前
向
き
に
考
え
な
い
と
い

け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〝
人
生
は
邂
逅
し
開
眼
し
瞑
目
す
〞

〝
逆
境
の
時
こ
そ
、
自
分
を
鍛
え
返
す

好
機
で
あ
る
〞
津
島
稲
荷
神
社
の
宮

司
さ
ん
に
書
い
て
も
ら
っ
た
言
葉
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
見
つ

め
て
、
良
い
方
に
考
え
て
な
く
て
は

い
け
な
い
。
ど
ん
底
に
い
る
時
こ

そ
、
自
分
を
見
極
め
て
一
つ
ひ
と
つ

や
っ
て
い
け
ば
運
が
向
い
て
く
る
、

と
い
う
意
味
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
が
住
ん
で
い
る
安
達
仮
設
は
世

帯
数
が
２
０
０
ほ
ど
、
約
４
０
０
人

が
暮
ら
す
、
浪
江
で
は
一
番
大
き
な

仮
設
で
す
。
自
治
会
長
は
２
年
目
で

す
。
こ
こ
は
、
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
行

事
が
あ
る
の
で
イ
ベ
ン
ト
に
は
で
き

る
だ
け
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。
き

ち
っ
と
す
る
ば
か
り
で
な
く
て
、
お

酒
を
飲
ん
で

踊
っ
た
り
も

し
て
楽
し
く

や
っ
て
い
ま

す
。
自
治
会

長
を
し
て
良

か
っ
た
こ
と

は
、
津
島
の

人
だ
け
で
な

く
、
い
ろ
い

ろ
な
地
区
の
浪
江
の
人
と
の
出
会
い

で
交
流
が
深
ま
っ
た
こ
と
か
な
。
仮

設
が
あ
る
う
ち
は
こ
こ
に
い
て
、
自

治
会
長
を
続
け
て
も
い
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、
や
め
ろ
と
言
う

人
が
で
な
け
れ
ば
ね（
笑
）。
今
年
、

初
め
て
国
勢
調
査
員
を
担
当
し
て
い

て
、
１
５
０
世
帯
ほ
ど
の
担
当
を

持
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
や
っ
て

い
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、

打
ち
合
わ
せ
や
活
動
が
ほ
と
ん
ど
毎

日
あ
る
け
れ
ど
、
負
担
に
は
な
ら
な

い
、
何
で
も
な
い
で
す
よ
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
？
帰
れ
る
な
ら

帰
る
よ
、
津
島
に
ね
。
だ
け
ど
帰
還

困
難
区
域
だ
か
ら
ね
。
や
っ
ぱ
り
、

思
い
起
こ
す
の
は
津
島
の
風
景
。
目

の
前
が
山
だ
っ
た
か
ら
、
天
王
山
が

目
に
浮
か
ぶ
ね
。
紅
葉
は
も
う
少
し

先
か
な
。

福島県

▲帰れるものなら津島に帰りたいね、と笑顔でお話
しくださった瀬賀さん

▲「長い人生のなかでは、いろい
ろな人と出会いめぐり合い、少
しずつ成長しながらやがては一
生を終る」という意味が込めら
れているそうです。

再取材シリーズ

����

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第53号 ●

「浪江のこころ通信／第53号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

�����������	
������



まず、町の復興状況や浪江のここ
ろプロジェクトの進捗状況について、
担当者から情報提供が行われました。
その上で、取材を通して感じている
ことや、取材する上での課題、今後
に向けた提案等について話題提供を
いただきました。

■話題提供者■

柴田　裕美
特定非営利活動法人山形の公益活動を

応援する会・アミル

古山　　郁
特定非営利活動法人

市民公益活動パートナーズ

三瓶さやか
（浪江町役場復興推進課情報統計係）

■進　行　役■

櫻井　常矢
「浪江のこころプロジェクト」プロジェクト

リーダー、高崎経済大学教授

取
材
を
通
し
て
の
印
象

●
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
話
し
に
く
い
の
か
な
、

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
浪
江

に
戻
る
戻
ら
な
い
ど
ち
ら
に
し
て

も
、
自
分
な
り
の
形
で
浪
江
の
絆
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
い

う
言
葉
を
最
近
お
聞
き
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
ふ
る
さ
と
の

こ
と
を
想
っ
て
お
暮
ら
し
な
の
だ
と

い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

●
以
前
は
自
分
や
家
族
の
生
活
で
精

一
杯
と
い
う
話
を
多
く
お
聞
き
し
ま

し
た
が
、
最
近
は
、
浪
江
の
た
め
に

何
か
役
に
立
て
る
の
で
は
、
と
行
動

し
て
い
る
方
も
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
一
方
で
、
ま
だ
ど
う
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
方
も
増
え
て
い

る
感
じ
も
受
け
ま
す
。

●
こ
の
先
ど
う
い
う
風
に
人
生
が
変

わ
る
か
分
か
ら
な
い
中
で
、
お
気
持

ち
の
変
化
、
生
活
環
境
の
変
化
も
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
複
雑
な
想
い
を
抱
え
て
い

る
中
で
、
ご
自
身
の
気
持
ち
を
整
理

し
て
「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
の
取

材
を
受
け
る
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
と
感

じ
て
い
ま
す
。

●
一
方
で
、
取
材
の
申
込
み
で
お
電

話
を
す
る
と
「
い
つ
か
電
話
が
く
る

の
で
は
」
と
取
材
を
待
っ
て
い
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
根
気
強
く
取

材
を
お
願
い
す
る
た
め
の
電
話
が
け
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

通
信
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

●
町
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
、
想
い
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
町

の
広
報
と
し
て
も
大
切
で
す
の
で
、

「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
は
継
続
し
て

い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
浪
江
町
に
戻
っ
て
事
業
を
再
開
さ

れ
た
組
織
や
事
業
所
も
増
え
て
い
る

よ
う
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
方
々

の
お
話
を
伺
い
た
い
で
す
。

●
こ
ち
ら
か
ら
取
材
を
お
願
い
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
記
事
を
公
募
す
る

よ
う
な
取
組
み
も
考
え
た
い
と
思
い

ま
す
。話

題
提
供
を
受
け
て
、
参
加

者
全
員
で
、
こ
れ
か
ら
の
「
浪

江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
に
つ
い
て
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
通
信
へ
の
期
待

●
「
浪
江
の
こ
こ
ろ
通
信
」
の
特
徴

は
、
皆
さ
ん
の
想
い
に
寄
り
添
っ
て

お
聞
き
し
な
が
ら
、
浪
江
に
つ
な
げ

る
引
き
出
し
役
に
な
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
想
い

を
ま
と
め
て
他
の
方
に
お
伝
え
す
る

こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
と
思
い
ま

す
。
状
況
が
変
わ
っ
て
い
く
中
で

も
、
通
信
に
は
状
況
に
沿
っ
た
役
割

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

●
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る
交
流
会

や
、
町
の
復
興
支
援
員
の
取
組
み
な

ど
と
も
連
携
で
き
る
と
、
も
っ
と
展

開
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。紙

面
へ
の
ア
イ
デ
ア

●
記
事
の
公
募
に
つ
い
て
は
賛
成
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
声
を
も
っ
と
聞
い
て
み
た
い
で
す
。

●
「
○
○
さ
ん
か
ら
△
△
さ
ん
へ
」

と
い
っ
た
紙
面
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
試
み
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

●
学
校
の
同
窓
会
や
、
お
盆
・
お
彼

岸
の
お
墓
参
り
な
ど
、
人
が
集
う
機

会
に
伺
っ
て
、
お
話
を
伺
う
よ
う
な

こ
と
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。

●
一
言
通
信
の
よ
う
に
、
短
い
文
章

で
想
い
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
な
コ
ー

ナ
ー
も
、
気
軽
に
話
が
で
き
て
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

●
皆
さ
ん
が
語
り
た
い
・
知
り
た
い

の
は
今
の
生
活
や
こ
れ
か
ら
の
生

活
。
今
迷
わ
れ
て
い
る
人
の
記
事

が
、
自
分
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の

参
考
に
な
る
。
前
に
進
め
る
よ
う
な

内
容
の
通
信
に
な
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

（　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　）
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「浪江のこころ通信」は、取材と原稿執筆をお願
いしている全国各地の取材協力者の皆様のご協力に
より発行されています。９月26日～27日の２日
間、取材協力者が集まる情報交換会が開催されまし
た。現在の町の復興の様子を視察していただいた上
で、通信の現状と課題について共有し、今後の通信
のあり方について意見交換を行いました。

取材協力者情報交換会を
開催しましたプロジェクト

バスで浪江町内を回り、復興事業の様子
について視察しました。

●仮設焼却施設（棚塩地区）
施設事務所内にて担当の方から仮設焼却施設の説明を
いただき、バスで施設を見学しました。

●大平山霊園（請戸地区）
　　～除染廃棄物等の仮置場（高瀬地区）

●ＮＰＯ法人ＪＩＮ　圃場（幾世橋地区）
団体の取組みについて説明いただき、圃場を見学
しました。

●浪江町役場（本庁舎）
町の担当者より、役場内の執務の状況や、除
染の進捗状況等について説明を受けました。●水稲の実証栽培の様子（酒田地区）

●浪江駅
　周辺

町は今回の情報交換会でいただいた声を受けて、よりよい紙面づくりについて検討を重ねてまい
ります。読者の皆様からもぜひご意見・ご感想をお寄せください。また、取材を受けてもよい、と
いったお声もぜひいただきたいと思います。

《連絡先》復興推進課情報統計係　　0243（62）4731
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http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）0123（代表）　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しています
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